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新
中
学
校
の
教
育
条
件
を
守
れ

令
和
５
年
度
よ
り
南
知
多
中
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
の
中
学
校
の
３
年
生
は
26
人
の
４
ク
ラ
ス
に

で
き
る
の
に
35
人
の
３
ク
ラ
ス
で
ス
タ
ー
ト
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
内
田
議
員
は
、
９
月
議
会
で
も
今
の

教
育
条
件
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
と
一
般
質
問
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
町
民
も
教
育
長
に
要
望
し
ま
し
た
。

教
育
長
と
懇
談
し
た
Ａ
さ
ん
か
ら
投
稿
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。
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今
の
保
険
証
の
場
合
は
、
市
町
村
役
場
に
取
り
に
行

く
こ
と
は
な
く
、
郵
送
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
一
本
化
に
な
る
と
５
年
に
１
回
は
役
所

に
行
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
内
蔵
す
る
電
子

証
明
証
の
交
換
が
必
要
で
す
。
10
年
ご
と
に
訪
れ
る
カ
ー

ド
自
体
の
更
新
は
、
カ
ー
ド
発
行
を
担
う
「
地
方
公
共

団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
」
に
よ
る
と
、
役
所
か
ら
申

請
を
受
け
て
か
ら
新
し
い
カ
ー
ド
の
発
送
ま
で
、
10
日

か
か
る
と
い
い
ま
す
。
役
所
を
経
て
本
人
の
手
に
渡
る

の
に
何
日
か
か
る
の
か
・
・
・
。
更
新
の
際
も
必
ず
１

度
は
、
役
所
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
は
保
険
証
を
月
初
め
に

１
度
窓
口
に
出
せ
ば
よ
い
の
が
一
般

的
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

な
る
と
受
診
の
た
び
に
読
み
取
り
機

に
か
ざ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
に
顔
認
証
か
暗
証
番
号
の
入
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

10
月
13
日
、
河
野
太
郎
デ
ジ
タ
ル
相
は
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
」

を
前
倒
し
で
、
こ
れ
ま
で
政
府
が
説
明
し
て
き
た

「
原
則
廃
止
」
を
「
廃
止
」
と
し
て
期
限
を
２
０

２
４
年
秋
と
決
定
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
第
17
条
第
１
項
で
は
、
「
そ

の
者
の
申
請
に
よ
り
、
そ
の
者
に
関
わ
る
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
」
と
『
任
意

取
得
の
原
則
』
を
定
め
て
い
ま
す
。
国
民
皆
保
険

制
度
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保

険
証
の
一
体
化
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
強

制
に
つ
な
が
り
法
令
違
反
で
す
。

こ
の
間
、
政
府
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
で
、

カ
ー
ド
の
交
付
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
交
付
率

は
国
民
の
49
％
（
９
月
末
現
在
）
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
保
険
証
利
用
登
録
件
数
で
は
20
％
程
度

で
す
。
国
は
信
頼
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
国
民

の
個
人
情
報
、
特
に
医
療
情
報
と
い
う
極
め
て
機

微
な
個
人
情
報
を
す
べ
て
ひ
も
付
け
し
て
集
積
す

る
や
り
方
に
、
個
人
情
報
が
守
ら
れ
る
の
か
、
国

民
が
強
く
憂
慮
す
る
の
は
当
然
で
す
。

５
年
に
一
度
は
役
場
で
更
新

毎
回
の
受
診
の
た
び
に
認
証
が
必
要

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
違
法
強
制

<川柳コーナー>

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
お
得
、
便
利
」
と
政
府

は
宣
伝
す
る
が
、
私
た
ち
の
個
人
情
報
が
す
べ
て
国
に

管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
も
し
漏
洩
し
た
ら

と
い
う
不
安
は
ぬ
ぐ
え
な
い
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
に
慣

れ
な
い
高
齢
者
は
特
に
困
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
実
は
マ
イ
ナ
ス
カ
ー
ド
で
す

通
学
、
20
人
だ
っ
た
ク
ラ
ス
が
35
人

に
な
る
と
、
環
境
が
大
き
く
変
わ
り

大
変
」
「
35
人
と
26
人
の
ク
ラ
ス
で

は
子
ど
も
た
ち
に
も
教
師
に
も
全
く

教
育
条
件
が
違
う
。
学
校
を
ブ
ラ
ッ

ク
職
場
に
せ
ず
、
小
さ
な
町
で
丁
寧

で
ゆ
と
り
あ
る
教
育
が
で
き
る
条
件

を
生
か
し
て
ほ
し
い
」
等
の
要
望
を

出
し
た
。

教
育
長
は
「
26
人
が
い
い
の
は
わ

か
る
。
し
か
し
、
他
の
自
治
体
は
40

人
で
や
っ
て
い
る
し
、
新
３
年
生
は

35
人
な
の
で
や
れ
る
と
思
う
」
「
統

合
で
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
た
め
、

特
に
日
間
賀
島
の
船
が
欠
航
し
た
場

合
の
対
応(

各
家
庭
で
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
授
業
な
ど)

に

加
配
教
員
を
使
い
た
い
」
と
の
考
え

を
示
し
た
。

結
局
、
今
回
は
教
育
長
は
要
望
を

認
め
な
か
っ
た
が
、
来
年
度
の
こ
と

な
の
で
、
今
後
ぜ
ひ
検
討
を
し
て
も

ら
い
た
い
。
南
知
多
町
の
教
育
を
よ

く
す
る
た
め
、
町
民
の
声
を
伝
え
る

こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
１
時
間

だ
っ
た
。

（
町
民
の
Ａ
さ
ん
）

南
知
多
町
の
少
子
化
は
深
刻
に
な
っ

て
き
て
い
る
が
、
小
さ
な
学
校
・
学

級
で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ

た
と
思
う
。
一
人
一
人
に
教
師
の
目

が
行
き
届
き
、
困
難
を
抱
え
た
子
に

も
寄
り
添
い
、
き
め
細
か
な
指
導
が

行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
来
年
度
統
合
の
南
知
多
中
学
校

で
は
、
新
３
年
生
が
３
学
級(

１
ク

ラ
ス
約

35
人)

に
な
る
と
い
う
。

「
こ
り
ゃ
あ
大
変
だ
！
」
「
統
合
に

よ
る
１
名
の
加
配
教
員
を
担
任
と
し
、

４
学
級(

１
ク
ラ
ス
26
人)

に
し
て
！
」

と
元
教
員
の
町
民
３
名
が
教
育
長
と

懇
談
し
た
。

町
民
は
、
「
世
界
の
流
れ
は
少
人

数
学
級
で
、
日
本
が
平
均
32
人
に
対

し
、
О
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
23
・
３
人
、
Ｅ

Ｕ
20
・
９
人
」
「
日
本
で
も
、
昨
年
、

財
務
省
の
反
対
で
見
送
り
と
な
っ
た

が
、
荻
生
田
元
文
科
相
は
小
中
30
人

学
級
の
考
え
を
示
し
た
」
「
来
年
度

の
日
間
賀
中
の
３
年
生
は
毎
日
船
で

内海中学校

健
康
保
険
証
の
廃
止
発
言
を
撤
回
せ
よ

健
康
保
険
証
を
廃
止
す
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
ち
歩
く
機
会
が
増
え
、
紛
失
の
リ
ス

ク
も
増
加
し
、
情
報
漏
洩
や
第
三
者
に
よ
る
悪
用

な
ど
の
懸
念
も
高
ま
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
紛
失
す
れ
ば
、
再
発
行
に
１

カ
月
ほ
ど
か
か
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
間
の
受
診
を
ど
の
よ
う

に
す
る
か
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

再
発
行
に
１
カ
月
も
か
か
る

「
35
人
で
は
な
く
26
人
の

学
級
に
」
町
民
か
ら
要
望

日
本
医
師
会
も
反
対

患
者
・
利
用
者
は
も
と
よ
り
、
医
療
機
関
・
介
護
現

場
に
も
高
額
機
器
の
導
入
負
担
で
、
大
混
乱
を
及
ぼ
し

ま
す
。
日
本
医
師
会
も
反
対
声
明
を
出
し
て
い
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
」

に
強
く
抗
議
し
、
撤
回
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


